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会  議  録
	会議名
	平成２２年度 第１回みよし市障がい者自立支援協議会全体会

	日  時
	平成22年10月12日（火） 15：00　～　17：00

	場　所
	みよし市立福祉センター　3階　大会議室

	出席者（敬称略）
	別紙参照

	欠席者（敬称略）
	ひかりの丘 小西浩文氏

	傍聴の有無
	１７人（別紙）


	議   事   録

	１　あいさつ～自己紹介

	会長（わらび福祉園園長高濱氏）あいさつ。

「みよし市の障がい者自立支援協議会も発足して２年半が過ぎた。自立支援協議会（相談支援）の合言葉は「かかえこまない」「一人勝ちしない」「けんかしない」「おしつけない」の４つであると先日の研修で聞いた。この合言葉を意識していく必要がある。

政権交代があって、障害者自立支援法は廃止の方向性。しかし、自立支援協議会や相談支援、就労支援に力を入れていく方向は変わらない。この後、各会議からの報告があるが、活動は徐々に軌道に乗っており、いろいろな活動が展開されてきた。今回は報告がメイン。参加者の皆様が本協議会の構成員だという自覚をお持ちいただいたうえで、ご意見を伺いたい。」

	健康福祉部長あいさつ。

「みよし市では障がい者自立支援協議会を平成２０年２月に設置し、運営協議会、就労支援部会準備会、相談支援連絡会を毎月１回、開催している。心身障がい児部会は年３回の開催予定で、これら会議により各事業所同士が頻繁に顔を合わせ、みよし市の障がい者福祉の充実に向けて熱心な話し合いが行われている。

４月から、西三河北部障がい者就業・生活支援センターができ、みよし市の障がい者の就労支援に直接取り組んでいただいていると共に、就労支援準備会に来てくださり、みよし市に住む障がい者の就労支援システムの検討についてもご尽力いただいている。また、ニーズ調査を始めて１年が経過し、地域課題が浮き彫りになってきた。解決に向けて取り組めることについては取り組んでいるが、今後は課題の整理などが必要である。
今回の全体会では、平成２２年度前半の事業報告をする中で、自立支援協議会の現状と課題を各機関で共有し、今後、自立支援協議会では何をしなければならないか、何をすべきかというような、今後の方向性についてのご意見をいただきたい。
今後も、みよし市の障がい福祉の課題解決のために関係機関が連携し、みよし市が障がいがあってもなくても当たり前にくらせるまちになれるよう、皆様のご協力をお願いしたい。」

	２　議題　（１）平成２２年度のみよし市障がい者自立支援協議会について

	「平成２２年度の組織体系と運営について」「運営協議会の事業報告（現状と課題）」「心身障がい児部会の事業報告（現状と課題）」について、福祉課清水より説明。（資料Ｐ２～２０参照）
「就労支援部会準備会の事業報告（現状と課題）」について、就労支援部会準備会リーダーであるわらび福祉園の山口氏より説明。（資料Ｐ２１～２８参照）

「相談支援連絡会の事業報告（現状と課題）」について、相談支援連絡会リーダーである生活支援センターひかりの丘の戸村氏より説明。（資料Ｐ２９～３４参照）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	相談リーダー

戸村氏
	相談支援支援事業の現状と課題について、兼務で相談支援を展開している事業所のご意見を伺いたい。

	しおみの丘

松平氏
	主が現場、兼務で相談員業務を行っている。経験年数のあるスタッフが相談員をやっているので、現場でもリーダー的存在。現場のこともおろそかにできない中、相談員として会議や調査で外出することも多く、不在の時間が増えてきた。それをパートの職員で埋めている。また、相談記録など事務処理も、利用者が帰ってから夜遅くまで行っている。今後、相談員としての業務はもっと増えてくると思われる。自立支援協議会の構成員として、相談支援の重要性は十分感じているが、相談員や事業所のことを考えると今の体制のままでは不安。

	高濱会長
	これまでの報告を受けて構成員からのご意見を伺いたい。

	福祉相談ｾﾝﾀｰ

芳賀氏
	就労支援部会準備会の報告中、資料Ｐ２３下部の福祉施設を利用している人の状況把握の中で、「市内各事業所が持つ障がい者の企業就労についての認識にズレがある。」とあるが、具体的にはどのようなズレなのか。

	就労リーダー

山口氏
	準備会の議論でも、障がい者の企業就労について、どこからどこまで支援すればいいのかという点から始まり、課題の定義づけを行った。その他に、支援対象者の企業就労の向き・不向き、施設利用者の能力の認識など、各事業所の支援者も共同で活動したことがないので、意見調整の必要があった。そのような中、一緒に研修を受ける機会を設けるなど、少しずつ修正してきている段階である。今後、参加機関の認識をより近づけていきたい。

	発達センター

松野氏
	運営協議会の事業報告中、資料Ｐ６上部のニーズ調査から分かった地域課題の整理と対応について、④市内に利用できる事業所（特に障がい児タイムケア）が少ない（ない）とあるが、これについての今後の取り組みは。方向性など予定も含めて教えていただきたい。

	事務局
清水
	資料Ｐ７の下部（２）課題中で述べたように、上がってきた地域課題について、今の会議体では対応しきれていない問題が多々あり、質問の内容についてもまだ検討できていない。今後、この課題について、どのような形で検討していくのかということについては運営協議会の中で議論し、今年度中に方向性を出していきたい。

	発達センター

松野氏
	緊急時サポートブックを作成されたのはよいが、この緊急時というのはどのような事態を想定しているのか。災害時も想定に入っているか。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	事務局

清水
	保護者の事故や体調不良などによって、対象者本人が１人取り残されたような状況や、施設の行き帰りの途中に、自身が体調不良で倒れてしまうなど、対象者本人からヘルプのサインを出しにくい状況を捉えて、緊急時とさせていただいた。災害時も同様の状況が起こる可能性はあるので、その際は利用できると思われる。

	発達センター

松野氏
	豊田市こども発達センターの運営の中で、もっとも反省しなければならないこととして、通園児の母親から主婦業を奪ってきたということがある（特に４、５歳児）。今後、この課題については、こども発達センターとしていろいろと考えていきたいと思っているが、４、５歳児になると文字を読める子が増えてきて、この子達を地域の園に送り出したいという気持ちがある。そこで、みよし市の保育園の入園決定のシステムはどうなっているのか、入園決定は各保育園の園長の判断で行っているのか、また、加配の保育士の配置基準はどうなっているのかが知りたい。就学の際は、就学指導委員会のようなものがあるが、障がいのあるお子さんの４、５歳児の地域園への移行については、どのような考え方で、どのような仕組みで取り組まれているのか。

	事務局

清水
	保育園入園のことについて市として回答できるのは、子育て支援課になると思われ、自立支援協議会として言及できかねる。ただ、児童の育成システムの中で、障がいを持った児童のことについても考えていく必要はあるので、今回の提案を受けて、まずは現状を確認する方向で進めていきたい。

	発達センター

松野氏
	今回はそれでよいが、実際に来年度に入園を控えた子達がいるので、具体的に子育て支援課と協議させていただくことにする。ただ、自立支援協議会としても議論していただきたい。心身障がい児部会を作られているが、発達障がいをメインにしているように思う。それだけじゃなく、身体に障がいを持った子のことについても支援体制を作っていくべき。よろしくお願いしたい。

	事務局

清水
	豊田市こども発達センターのご協力をいただきながら進めていきたい。

	ハローワーク

石原氏
	就労支援部会準備会を設置され、熱心に取り組まれているようだが、この間、みよし市とハローワークとの連携があまりできていなかった。障害者雇用についての法制度も変わってきているが、これからシステムを作っていこうとしているみよし市とは、事業所開拓や障がい者の登録などハローワークとしての協力できることがあるので、事前に役割分担をしながら連携を深めていけるとよい。準備会の段階でも、会議に参加させていただくことは可能なので、ぜひ声をかけていただきたい。

	高濱会長
	この会の目的として、情報の共有化がある。他の分野のことも知り、一体となってみよし市の障がい者福祉のあり方を検討していく。一度で解決する問題でもないので、前半を振り返って、課題に対しこれからどのように対応していくかを考えていくことになると思う。副会長の意見を聞きたい。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	阪田副会長
	まず、資料が多い。自立支援協議会ができて２年半たち、やればやるほど課題が明らかになってくるというのは皆さんにも分かっていただけたと思う。協議会の中心となるのは相談支援事業所。今、相談支援事業所の相談員が相談支援や関係機関の調整など、とても大変な思いをしている。それは、みよし市が動いているからだ。この動きをどう支えていくか、それを全体会参加者でも議論をしなければならない。松野氏のご意見についても、今後、みよし市がどう取り組んでいくのかということを、全体会や心身障がい児部会で検討する必要があるし、また、精神障がいの分野も抜け落ちている。ニーズ調査で出た課題もあるが、精神障がい者の課題は、今の仕組みでは出てきづらい。それを参加者が認識しなければならず、この問題についても前に進めていく必要がある。市が抱える地域課題は多いので、全体会も年２回でいいのか、運営協議会も月に１回でいいのかという議論についても、この場（全体会）でできるとよい。

	高濱会長
	愛知県の自立支援協議会でも、精神障がい者の課題が上がっている。情報が入り次第、市の協議会にもフィードバックしていきたい。いずれにしても範囲が広いので、どこから手をつけてよいのかという思いもある。

	（２）特別支援教育連携協議会について

	　特別支援教育連携協議会の進捗状況などについて、学校教育課佐久間氏より報告。

「今年度、立ち上げた。特別な支援を要する子の情報交換、具体的支援の方策、相談体制の整備、特別支援教育の理解に関する啓発などを行っていく。構成員には、鈴木会長、若子副会長をはじめ、三好養護学校長、豊田養護学校長、三好高校校長の他、市内機関として子育て支援課、福祉課、自立支援協議会事務局も入っている。９月１５日に第１回の全体会を開催し、参加者にはそれぞれの立場でご意見をいただいた。議題として、特別支援教育をどのように知っていただくか、また、特別支援教育を担う教師への研修などがあった。早期対応として、低年齢からの就学相談についても検討している。各機関の連携を深めることが重要。合わせて、みよし市では国と県から特別支援教育地域支援事業の指定を受けた。若干の予算をいただいて、地域の巡回相談やリーフレットの作成など、みよし市の特別支援教育の向上に向けて具体的に動いていく。さらに、今年度からは教育支援センターも、学習交流センターの２階に設置された。事業として、不登校対応、特別支援教育教員補助者派遣、学校支援ボランティアの調整、子ども相談員の派遣、心理士による相談事業、子育て支援課との連携相談など。事務局は教育委員会。障がい者の就労支援機関など、さまざまな分野との情報交換を行っていきたい。実績によっては、１８歳までの児童分野をカバーできる。自立支援協議会とも連携していきたい。」

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	豊田養護学校
佐藤氏
	養護学校の欠点として、地域に根ざせていないということがある。地元の学校など、地域とうまくつながっていけるシステムや、タイムケアなどのサービスを通じて地域の中で過ごせる時間ができると、養護学校に通っている子も住んでいるところで自然に認知、理解されていくと思う。特別支援教育連携協議会では、この問題についても考えていっていただけるとよい。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	三好養護学校

三輪氏
	子どもを取り巻く環境には、障がい者相談支援事業や、三好養護学校の教育支援部、みよし市としての教育相談事業もあり、社会資源はあるように思うが、かえって乱雑になり、整理がしづらくなるときもあるかもしれない。調整する関係者としても気をつけないといけない。
また、対象年齢をもう一度詳しく聞きたい。

	学校教育課

佐久間氏
	特別支援教育連携協議会の対象としては、学齢期になるので１８歳までで特別な教育的支援を要する児童。特別支援学校や専門療育施設も含めて考えていかなければならない。教育支援センターについては枠組みが難しく、１５歳までとしてあるが、三好高校の生徒や、特別支援学校から地域に戻ってくるときの問題もあるので、その部分も支援できるよう、皆さんから聞いた意見を参考に準備していきたい。

	発達センター

松野氏
	みよし市も佐久間先生が入られてやっと動き出したかと、とても期待をしている。今後、がんばっていただきたい。国レベルでは障がい者制度改革推進会議が開かれているが、その中でインクルーシブ教育が話題になっている。方向としては沿っていくと思われるが、人材的な問題がある。教員をどの程度手配できるかという問題だが、現実的には難しいと思う。その中で、学級補助員制度は重要なファクターになってくると思われるので、ぜひがんばっていただきたい。

	高濱会長
	福祉の立場としても、教育との連携の場ということで、積極的に活用していきたい。就学前は福祉とも重なり、学齢期も放課後支援は重要で、福祉と教育どちらもが関わるところである。また１８歳以降もつないでいかなければならないので、切れ目のない連携が必要。できたばかりではあるが、今後の活動に期待したい。

	（３）今後の方向性とスケジュールについて

	　みよし市障がい者自立支援協議会の今後の方向性とスケジュールについて、福祉課清水より説明。（資料Ｐ３６～３７参照）「今後の方向性について、意見を伺いたい。」

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	高濱会長
	全国的な自立支援協議会の課題として、形骸化していることや構成員が積極的すぎて行政が疲れていること、意見を言っても実現せずにモチベーションが下がってしまうことなどがある。みよし市の協議会はできて２年半。成長の過程でいろいろな課題が出てくるだろうし、それに対応する支援者も出てくるのではないかと期待もしている。今回示された方向性とスケジュールに沿って進めていきたい。

	（４）その他（質疑応答、各機関からの連絡事項）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	高濱会長
	その他、今日の会議全体や、今年度前半の取り組みについての参加者からのご意見やご質問があればお聞きしたい。

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	希望
小林氏
	副会長のコメントにもあったように、みよし市では精神障がい者のニーズや課題を拾いにくい現状があり、大きな地域課題となっている。希望としては、平成２１年度からみよし市に月に２回、出張相談支援という形で関わらせてもらっている。その中で感じたのは、市内に精神障がい者の社会資源がないということがもっとも大きな課題であると思う。昨年から相談で関わってきた方が、４月からゆったり工房に通いだし、とてもいい表情をするようになった。今までは市内の関わりの中で、働くことをイメージするのが難しかったようだが、通うところができたことで変わってきている姿（効果）を見ると、サービスにつながるということはやはり大切だと実感している。現在、みよし市からゆったり工房を利用している人は２名、最近は何人も相談に来られる。今後、精神障がい者の思いやニーズを聞き、何をしなければならないか考える必要がある。利用者は、通うところがあるだけで生きる希望になったとも言っており、このことからも市内に自力で通えるような場が必要だと実感している。今後、この課題についても自立支援協議会で取り上げていってもらいたい。

	ひかりの丘
森下氏
	毎回参加していて思うことだが、会議時間が２時間の中で膨大な情報であること、使われる言葉も難しいことから、傍聴席に座っている当事者の方たちにどれほど伝わったか、理解して他の方に様子を伝えることができるか疑問。できればもう少し分かりやすくできないか。理想としては、自立支援協議会の会議内容を傍聴席で聞いている人（当事者）に理解でき、分かってもらえるような内容になればよい。また、資料によれば、運営協議会に情報が集まり、全体会へは提案とあるが、報告ばかりで提案がされていないのが不満な点でもある。ぜひ、会議内容についても検討していただけるとありがたいと思う。

	高濱会長
	資料のＰ２の図のように、ニーズや課題を下から上げていくのだが、その上げ方がまだ十分ではないのかもしれない。今のご提案のように、当事者にも分かりやすい形での発信が、どうすればできるか考えなければならない。今は個別支援会議やニーズ調査といった現場レベルからの報告が大事。これを分かりやすく、タイムリーに伝える方法があって、情報提供までできるとよい。全体会が年２回。２回の中に凝縮しようと思うと、話す方も大変だし、聞く方も大変。まだまだ改善の余地がある。

	阪田副会長
	副会長であり事務局の立場でもある中で、先ほどの（もっと分かりやすくというような）意見が出るのはありがたい。なぜなら、それだけ関心をもっているということ。また、みなさんからも期待されているということである。この協議会を機能させるために、皆様のお知恵をお借りするとともに、運営評価や各種事業にも加わっていただきたい。そうしていただかないと、協議会としての発展もない。皆様にもご協力願いたい。圏域アドバイザー業務も単年度事業。私自身は毎年が勝負だと思っている。これについても皆様から評価していただき、結果を残していきたい。

	高濱会長
	自立支援協議会にはとても多くの期待が寄せられている。皆さんの知恵を借りながら、前に進めていきたいと思っている。
皆さんの協力で、円滑に議事を進行することができた。感謝したい。進行を事務局に返します。

	　有意義な意見がたくさん出され、時間も足りないように思えるが、閉会の時間である。ご理解いただきたい。
　以上で、平成２２年度第１回のみよし市障がい者自立支援協議会全体会を閉会させていただく。

どうもありがとうございました。（事務局）


－閉会－
